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研究概要
1) DNA多型解析による霊長類の父子判定
井上美穂l)･川本咲江2)･
高崎浩幸3)･竹中 修
ミニサテライトと称されるDNA上の超可変領
域の解析によりニホンザル,パタスモンキーの父
子判定を行ってきた｡ミニサテライ トは縦列反復
配列の単位が十数から数十の塩基配列であるが,
最近その単位がグアニン(G)とチミン (T)で
ある例も変異性が高いとの報告が多い｡この場合
反復配列のサイズが小さいのでDNA合成酵素連
鎖反応 (PCR)法によりそのようなDNA領域を
増幅することができる｡そこでチンパンジーDN
AからGT反復配列を持っ領域をクローニングし
塩基配列を決定し,PCRプライマーのオリゴ不ク
レオチドを化学的に合成した｡この方法によれば
糞の表面の腸管細胞や払維質食物のシガミカスを
試料とする事が可能である｡この方法で三和化学
やポッソーのチンパンジーグループで父子判定を
行っている｡
ニホンザルでも死亡個休で過去に採血した小量
の血液試料や皮革標本しか残っていない場合もあ
るので,上記GTジヌクレオチドリピートのクロー
ニングを行った｡プライマーの多くがマカク,ヒ
ヒ,ミドリザル,バタスモンキーに応用可能であ
ることが解った｡
2) マカカ屈のグロビン遺伝子
竹中晃子4)･竹中 修
塩基配列を判定したカニクイザルのαグロビン
遺伝子領域9kbについて ドットマトリックス法
等のソフトウエアによる遺伝子解析でカニクイザ
ルとヒトの間で多数のDNA領域が挿入,欠失等
ダイナミックに変化していることが明らかになっ
た｡またmRNAのノーザンハイブリッド分析に
より,カニクイザルで発見されたプロセスト迫伝
子の元の活性な退伝子は脳,肝臓,腎臓等の器管
で発現していることを明らかにした｡発現ベクター
1)大学院生
2)技術補佐L1
3)研修員.現岡山理科大
4)研鱈員.現名古屋文理短大
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